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2012年

｢新潟市をより魅力的に｣

第第3030回回 新潟シティマラソン開催新潟シティマラソン開催 （（1010月月77日）日）

出来事・話題

市役所本館脇路上

参加者数

１万７９０人（過去最高）
多くのボランティア、コース
沿線住民の協力により実現

若冲・応挙の至宝 ～京都相国寺と金閣・銀閣名宝展～

出来事・話題

■伊藤若冲・円山応挙作品のほか
■相国寺、金閣寺・銀閣寺の名宝を紹介

９月２９日～１１月２５日会期

新潟市歴史博物館

野々村仁清
「柿釉瓢箪色絵松竹梅文茶碗
箱書 堀内宗完」

鹿苑寺蔵

円山応挙「大爆布図」
相国寺蔵

新潟市歴史博物館
新潟市會津八一記念館

会場
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水と土の芸術祭２０１２

転換点～
地域と生命（いのち）の
再生に向けて

７月１４日～１２月２４日

会期

テーマ

７月１４日 １２月２４日

■入場者数 約４１万人（延べ数）

■約６０人（組）の作家の作品を展示

■市民プロジェクト １４２事業を実施
（実施終了４９ 継続５２ 今後実施４１事業）

開催状況 （９月末現在）

メイン会場

の入場者

４割以上が

県外より

交流人口

市民プロジェクト 市民の企画・実施によるプロジェクトを支援

■市内各地の「獅子舞神楽」
９団体を招聘

高森の丘発「新潟獅子神楽まつり」
（高森神楽保存会・高森自治会）

水と土の芸術祭２０１２

北区「高森の丘」

聴け!!味方の風（味方の風を聴く会）

■味方中学校の全校生徒が

陶器の風鈴１,２００個を作成

９団体を招聘
■郷土芸能の継承を考える

陶器の風鈴

水と土の芸術祭２０１２

メイン会場：万代島旧水揚げ場）つながり円柱画（後期）

■２１校のこどもたちが制作した

４つの円柱は、見どころたっぷり

ハートがうごくプログラム
きょろきょろ～みつけるたのしさ～

〔円柱１－作成校〕
■県立東新潟特別支援学校
■市立女池小学校
■市立曽野木中学校
■市立関屋中学校
■市立濁川中学校
■市立小林小学校

きょろきょろ みつけるたのしさ

キャンドル作り（仮）

■自分だけのキャンドルをつくろう！（仮）

■日時：１２月２日（日）

シャボン玉であそぼう（仮）

■さまざまな道具を使ってシャボン玉
をつくろう！

■日時：１２月９日（日）（予定）
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安心安全な新潟市

５９施設追加（学校・行政庁舎を中心に）

合計７８施設 約１７２,２００人が避難可能

防災対策 ～水への備え～

■津波避難ビルの追加指定 （９月１日）

地域独自の自治会・町内会 地域独自の
津波避難ビル７９施設

市役所本庁舎

場 所：市役所（本館）

収容人数：１,８３０人※

※１㎡/１人 収容可能として算出

自治会・町内会
の皆さま

追加施設 （例）

防災対策 ～水への備え～

■津波ハザードマップの整備
■沿岸部・大河川部を公開（Ｈ２４年度末）

■避難所運営マニュアルの作成
■基本マニュアルを作成（Ｈ２４年度中）

■沿岸部 大河川部を公開（Ｈ２４年度末）

浸水ハザードマップ
中央区版

■浸水ハザードマップの整備
■中央区 （Ｈ２４公開済）

■東区 （Ｈ２５年度内）

■西区 （Ｈ２５年度作成）
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■国の警報システム『ジェイアラート』と
■直結、全国初の試み

エフエム新潟と協定を締結し、市内全域をカバー

防災対策 ～緊急告知ＦＭラジオ～

■自動的に起動し、停電時でも作動す
■るラジオ端末 『緊急告知ＦＭラジオ』
■を全区に拡大

■来訪者でも簡単に防災情報を受信

■各区に１箇所施設を指定 （老人デイサービスセンター）

■複数開設の必要に備え５０施設と協定を締結
（特別養護老人ホ ム・障がい者入所施設１０月１日付）

防災対策 ～災害時要援護者支援～

福祉避難所の指定 （９月１日）

（特別養護老人ホーム・障がい者入所施設１０月１日付）

老人デイサービスセンター黒埼荘老人デイサービスセンター巻

新潟 ３３.６（ｍ/ｓ） 新津 ３１.９（ｍ/ｓ）

松浜 ３４ ５（ / ） 巻 ３７ ９（ / ）

暴風被害支援 ～緊急支援～

■４月３～４日に統計開始以来
■最大級の暴風が発生

最大瞬間風速

松浜 ３４.５（ｍ/ｓ） 巻 ３７.９（ｍ/ｓ）

４月の暴風被害農家に対する

■被災施設復旧支援 など

■国や県とともに約８,１４０万円の支援

新潟市の豊かな農業の維持発展のため
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除雪対策 ～生活道路の確保～

市内・区内の除雪格差の軽減

車道除雪路線の再検討

幅員５ｍ以上 総距離4,754.１ｋｍ
（前年比２１.７ｋｍ延長）

通学路・歩道の確保
■除雪順次路線化

（４４８.３ｋｍ 前年比４１.４ｋｍ増）

■コミュニティ除雪協力の呼びかけ
（計画距離８２.８ｋｍ 前年比４８.８ｋｍ増）

■歩道除雪機を貸与 （５５台を新規購入）

防犯灯ＬＥＤ化 ～環境配慮型へ～

地域とともに省エネ・環境保全に取り組む

■環境配慮型防犯灯（ＬＥＤ灯）の設置を促進

■設置費用の２/３を補助 （Ｈ２３～）

■電気料は蛍光灯の約１/２

設置負担額 （例）

設置例

ＬＥＤ防犯灯 ３４,０００円

自治会負担額 １２,０００円

※補助後の自治会負担額は
蛍光灯と同程度

■電気料は蛍光灯の約１/２

期 間 ： ７月２６日～９月９日
開催回数 ： ４９回 （全市民対象説明会９/２開催含む）

参加者数 ： 延べ１,１９５人

住民説明会の状況について

試験焼却の実施

被災地の復興支援 ～災害廃棄物の受入れ～

■亀田清掃センター ： １１月２７日

■新田清掃センター ： １１月２９日

■排ガスのセシウム濃度の確認 ：基準値以下
■焼却灰のセシウム濃度の確認：１００Ｂｑ/ｋｇ以下
■施設周辺環境への影響の確認：

セシウム濃度や空間線量を試験焼却前後で比較

安全の検証

一般廃棄物と混ぜて

２４時間焼却を実施
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被災地の復興支援 ～災害廃棄物の受入れ～

試験焼却期間 ：三条市 １０月１１日～１０月１３日
：柏崎市 １０月１１日～１０月１２日

三条市・柏崎市の試験焼却状況について

飛灰（固化灰） ：三条市 ２４.４ Ｂｑ/ｋｇ （１２～８４Ｂｑ/ｋｇ）

試験焼却後の検査結果について ※（）内は焼却前の数値

飛灰（固化灰） 条市 ｑ/ ｇ （ ｑ/ ｇ）

：柏崎市 ３３.４ Ｂｑ/ｋｇ （２０～６４Ｂｑ/ｋｇ）

■両市とも試験焼却前と同程度の数値
■基準値の１００Ｂｑ/ｋｇ以下であることを確認

施設周辺空間線量：三条市 ０.０４～０.０９ μＳｖ/ｈ
：柏崎市 ０.０４～０.０８ μＳｖ/ｈ

■両市とも試験焼却前と同程度の数値
※県内における空間線量率の通常値は０.０１６～０.１６μＳｖ/ｈ

地域教育コーディネーター ～地域と学校の協働～

■１５８校に配置 （全市１７１校、配置率９２％）

■２４８人を配置 （１校あたり１.５７人）

■Ｈ２６年度までに全校配置 （予定）

配置状況 （９月１日現在）

入舟小学校
クラブ活動支援の様子

亀田小学校・特別支援学級
絵本の読み聞かせの様子

こどもたちを守る ～いじめへの取り組み～

学校イメージ

いじめはどこでも起こり得るため

見逃さず早期発見に努める

■いじめを認知する

学校イメージ

連携を強める
（学校・保護者・教育委員会・〔警察〕）

教育現場の意識改革 （情報共有）

■いじめへ取り組む 早
期
解
決
を

目
指
す
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くらしやすい
都市をめざして

健康づくり健康づくり まちづくりまちづくり＋

健幸都市

健幸都市 ～連携・協働によるまちづくり～

新潟市公共交通及び自転車で移動しやすく
快適に歩けるまちづくり条例制定

連携・協働によるまちづくりの推進 （協定・支援など）

■歩行環境の整備・利用の推進

健幸都市 ～連携・協働によるまちづくり～

地域・団体

新 潟 市支援

提案

連携・協働イメージ

路肩のカラー化

■公共交通環境の整備・利用促進

ＢＲＴＪＲ越後線

■歩行環境の整備・利用の推進

■自転車環境の整備・利用の推進

自転車レーン

・ 地域内の生活交通の強化
・ 都心アクセスの強化
・ 都心部での移動円滑化

（基幹公共交通軸）（基幹公共交通軸）

三
つ
の
柱

三
つ
の
柱
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ＢＲＴ ～新たな交通システム～

利用者の減少

値上げなどサービスの低下
路線の減便・廃止

サービスの
維持が困難

繰り返す悪循環

■バスの利用者
２０年間で約３分の１に減少

■バスの運行便数
１０年間で約１８％減少

■料金システムの見直し
■バス路線の抜本的再編
■快適な乗継環境の整備
■まちなかにＢＲＴの導入

イメージ公共交通の再構築

市全体の持続可能な公共交通体系の構築へ市全体の持続可能な公共交通体系の構築へ

■ハローワークは国

雇用対策 ～ワンストップサービス～

■就労支援・生活支援ワンストップサービスを

■東区で実施 （Ｈ２５年１月）

従来の窓口

住民に身近な場所で、住民に身近な場所で、ワンストップワンストップで相談で相談

一人ひとりの状況に応じた一人ひとりの状況に応じたきめ細やかなサービスきめ細やかなサービス

■ハロ ワ クは国

■職業訓練は国・県

■生活支援は市

一体的な実施
東区役所

子育て支援 ～さまざまな支援～

■私立保育園建設費補助
■Ｈ２４年度 ８施設 定員 計５１０名

■Ｈ２５年度 ５施設 定員 計２００名（予定）

■病児保育
■Ｈ２５年度 ６施設 ７施設 （予定）■Ｈ２５年度 ６施設→ ７施設 （予定）

■地域子育て支援センター
■Ｈ２５年度 ４０箇所 → ４１箇所 （予定）

■ひとり親家庭等在宅就業
■支援事業拡充 （３,３００万円補正）

かめっこ広場（江南区役所併設）



2012/11/12

9

子育て環境 ～食育・花育センター～

「体験」 「市民協働」 「こども」

「食と花」を一体的に学び心と体の健康づくりを市民運

動へと展開していく拠点

コンセプト

約２１万人年間来場者数

食育・花育センター

開館一周年記念イベントを開催 （１０月２０・２１日）

隣接地に食と花
の交流センター
（公設民営）を開設

Ｈ２６年 春（予定）

■料理教室
■食育体験講座

食育

農業体験

■農業体験講座
■農業体験観光ツアー

子育て環境 ～食育・花育センター～

■ 園芸相談 （年間７,２１７件）

一体的な体験花育

■花育等講座
■展示会開催

■団体体験
プログラム

■ 「創る」・「遊ぶ」・「憩う」
■ 体験型施設
■ 子どもたちがもっている

子育て環境 ～体験する・動物とふれあう～

イメージ

こども創造センター

Ｈ２５年５月オープン （予定）

■ 子どもたちがもっている
■ 「自ら生きる力」・
■ 「共に生きる力」を育む

動物ふれあいセンター

■ １０月よりプレオープン
■ 動物とのふれあいを通して
■ 人と動物との関わりを学ぶ アルパカ （子：雪丸 母：アマニ）
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住民自治 ～コミュニティ活動の促進～

■コミュニティの自治意識を盛り上げ
■活動を促進するため、高額備品の
■整備費用の一部を補助する
■ （補助率 １/２ 最大１００万円）

１ ２００万円 （７００万補正）予算
防災倉庫

■地域のお祭り用具

■運動会用具

■自治会活動の備品 など

対象設備

１,２００万円 （７００万補正）予算
地域のお祭りの
太鼓やはっぴ

田園・環境・文化をいかしたまちづくり

全国初の本格的な教育ファーム

本市の農業に子どもたちが誇りを持つ

新潟ニューフードバレー形成に向けて

（仮称）農業研究センター

南区東笠巻新田

（仮称）農業研究センター （Ｈ２５.６月）

調整池
（太陽光パネル設置）

アグリパーク ・ （仮称）農業研究センター

アグリパーク

農場（体験ほ場）

食品加工
支援センター

（仮称）農業研究 ンタ （ ５.６月）

アグリパーク （Ｈ２６.春予定）

■子どもから大人まで農業を
■学べる体験教育の場

■農業起業者への技術支援

■農業の研究・支援の拠点施設
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■第２回食の新潟国際賞

■第６回食の国際シンポジウム

朱鷺メッセ食と花の世界フォーラム

新潟ニューフードバレー形成に向けて

■第４回食の国際見本市

■第２回花のにいがた商談会

会 期 １０月１６～１８日

出展者 １９１社・団体

来場者 ７,２０９名

食文化創造都市
国際シンポジウムを開催

（１０月１６日）

食文化による
国内外都市との交流フードメッセ参加状況

がんばる農家支援事業

■支援要望が当初の

■見込みを上回る

意欲ある農業者への支援をより一層拡充する

３億９,３００万円
（９,３００万円補正）

支援事業費補助金 予算

■見込みを上回る

■規模拡大

■農産物の付加価値向上

■経営の複合化

支援対象経費

■エコ住宅・エコリフォーム促進事業
・ エネルギーの安定供給と温室効果ガスの削減
・ 市民一人ひとりの省エネ・環境保全意識の醸成

再生可能エネルギーの推進

太陽光発電
システム

太陽エネルギー設備 省エネ設備

■年間の電力創出量 約４,１１０ＭＷｈ／年
（一般家庭約１,２００世帯分の電力使用量に相当）

■年間のＣＯ２削減量 約２,０８０ｔ-ＣＯ２／年
（一般家庭約２７０世帯分のＣＯ２排出量に相当）

事業効果 （受付終了時点）

システム

太陽熱利用
システム エネファーム ペレットストーブ
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「マンガの家」 （来年２月開館）

■１１月１０日・１１日開催 前年度３万５,０００人が来場

マンガ・アニメのまちにいがた

マンガの家」 （来年２月開館）
古町通６番町

万代シティＢＰ２ １階

「マンガ・アニメ情報館」 （来年５月開館）

情報発信拠点
観光交流拠点

国際文化交流の促進

にいがた総おどりにナント市
チーム初参加 （９月）

ラ・フォル・ジュルネの開催
など多角的な文化交流

ラ・フォル・ジュルネ新潟2012

民間交流

チ ム初参加 （９月）

ナント市で実施したマンガ講座

ナント市チーム

海外の日本フェアなどでマンガ講座の
ワークショップを開催（日本アニメ・マンガ専門学校様）

写真提供：新潟総踊り
実行委員会事務局
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新潟州構想を構成する４つの要素

二重・二元
行政の整理

新潟市にふさわ
しい大都市制度

県と市が力
を寄せ合う

道州制議論
への準備

上記の３点に加え

新潟市独自で推進

■大都市が抱える課題の検討

県域全体での取り組みに加え・・・

新潟市にふさわしい新潟市にふさわしい
大都市制度の実現を目指す大都市制度の実現を目指す

県と共同で推進

■ 基礎と広域の役割分担

二重・二元行政の整理に加え・・・

新潟県域全体での新潟県域全体での
取り組みへ取り組みへ

新潟市にふさわしい大都市制度

内 部 検 証

政令市移行後５年を経過した
政令市にいがたの成果や課題を検証

政令市にいがたのあり方検討委員会 （外部委員）

■内部検証への意見 ■あり方に関する提言

目指すべき大都市制度のあり方目指すべき大都市制度のあり方
～～ 実現に向け選択肢の提示へ実現に向け選択肢の提示へ～～

目指すべき大都市制度のあり方目指すべき大都市制度のあり方
～～ 実現に向け選択肢の提示へ実現に向け選択肢の提示へ～～

政令市にいがた
検証報告

政令市にいがた
検証報告

新潟市における
その他の検討
■新潟州構想など

外部の意見
■地方制度調査会
■有識者の意見 など

■基礎自治体の意欲と能力に応じた権限と それに

指 定 都 市 中 核 市 特 例 市

多様な大都市制度の実現に向けて

「地域主権の確立に向けて」 シンポジウム （１０月・東京）

■地方制度調査会で大都市制度の見直しを議論して
いることもあり、シンポジウムは大きな注目を集めた

・・ 基礎自治体の強化を目的とした新たな大都市制度基礎自治体の強化を目的とした新たな大都市制度

・・ 地域の実情に応じて、地域の実情に応じて、権限移譲権限移譲を・・・「を・・・「手挙げ方式手挙げ方式」」

■基礎自治体の意欲と能力に応じた権限と、それに
■見合う財源を確保する

多数派を形成し国に申し入れ多数派を形成し国に申し入れ多数派を形成し国に申し入れ多数派を形成し国に申し入れ


